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はじめに
本はどれだけ読まれているか？
学士力の低下が叫ばれる中、学生にど
のような刺激を与え、主体的に学ぼうと
する姿勢を持たせるかは、極めて重要な
課題である （平成20年中教審答申）。
これに対し千葉大学附属図書館では、
平成19年から教員と協働して授業に関
連した資料・情報を学生に紹介する「授
業資料ナビゲータ（PathFinder）」を提供
している。
「授業資料ナビゲータ」の提供は、はた
して授業に対する興味や主体的に学ぼう
とする姿勢を育てることができただろう
か?
この点について、 「授業資料ナビゲー
タ」に紹介された本の利用状況の調査を
行なった。
利用状況調査は、貸出統計とともに
RFID（Radio Frequency Identification ；
電波による固体識別） を使った利用状況
調査により実施する。RFID 調査は、㈱
帝人ファイバー開発の書籍管理システム
による共同実証実験であり、これまで正
確なデータを得るのが難しかった館内利
用状況の把握を実現する。
これらの調査により、 「授業資料ナビゲ
ータ」の効果について考察する。
教養コア科目
z イメージの歴史 1･2 
z 外国文化を考える 1･2
z 活断層･地震とともに生きる
z 環境と健康
z 感染症
z くらしと植物
z 経済学 1･2･3･4･5･6･7
z 建築の技術と文化
z 心の科学の成立と発展 1･2 
z 心の健康と行動
z 自然と文化
z 社会学 1･2
z 写真というメディアについて 1･2
z 消費者の環境化学 1･2
z シルクロードの水をめぐる
地球環境問題
z 数理 1･2･3･4
z 住まいの文化を探る
z 生物と形
z 生態防御 1･2
z 政治学 1･2
z 世界の言語から見た日本語
z 哲学 6･8
z 内科学の片鱗
z 文化の多様性を考える
z ライフサイクルとヒューマンケア
z ライフサイクルからみた健康
z 臨床教育学の課題
z 倫理 1･2･3･4･6･7･8
z 歴史学 1･2･4
合計 ５５科目
教養展開科目
z アカデミックリテラシー
実践演習
z 「軍記物語」を読む
z 現代日本の教育課題を
考える
z 日本文化を考える
z 文献との対話
合計 ５科目
文学部
z 英語圏文化論 a･b
z 家族社会学 b
z 言語学概説 a
z 国際言語文化学入門 a
z 日本語学概説 a
z 日本古典文学史 b
z 東アジア史概説 a･b
z 歴史学入門 a･b
合計 １１科目
平成22年度「授業資料ナビ」作成科目授業資料ナビゲータ とは、
ひとつひとつの授業にあわせて作成した文献案内（パス
ファインダー）。教員と図書館員が内容を相談しながら作
り上げています。
本は、貸出用と
館内用を各１冊
ずつ用意
授業期間中は、
館内の専用コー
ナで本を展示
ペーパーで配布
するほか、ウェブ
サイトでも公開
調査① 貸出統計 ・ ＲＦＩＤ 統計
授業に関連して、本はどれだけ読まれているか？
（結果）
授業資料ナビ作成科目のうち１科目
の貸出統計を表にした。授業開始から
徐々に貸出が伸びており、授業内容へ
の関心の高まりとともに、本が読まれて
いることが分かる。また、レポート提出
日の前後に一挙に貸出・返却が増加し
ている様子から、学生のリアルな利用
実態がうかがい知られる。
授業開始以前の貸出は、受講生以外
による貸出が多く、展示効果によるもの
と見られる。
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RFID（館内で手に取られた回数）↓↓貸出回数・返却回数
授業名： ライフサイクルと健康
調査② ＲＦＩＤ による館内利用調査
図書館の中で、本はどれだけ読まれているか？
（調査方法）
2010年度より、一部書架にRFID（Radio 
Frequency Identification ； 電波による固体識別）を導入。
本に装着したUHF帯のＩＣタグを書架に
取り付けたシート状のアンテナが定期
的に読み取り、その
時本が書架にある
かどうかを判定。
利用者が本を手に
取った回数や、手
に取っていた時間
の長さなど、利用
動態の調査を行っ
た。
（結果）
詳しくは、今回図書館総合展の
にて、発表いたします。
ぜひご参加ください。
セルフォ
ーム®
「RFIDによる新たな図書館マネー
ジメントの可能性 ：
UHF帯を用いた棚管理システム
セルフォーム ® の実証実験の成果」
講師： 竹内比呂也 （千葉大学文学部教授）
日時： 11月25日（木） 13：00〜14：30
場所： 第５会場
◆ 授業資料ナビゲータの
利用形態
・ プリントを初回授業時に配布。
・ 各授業冒頭で，参照文献としてPPT
に提示。 PPT資料はHPにも掲載。
・ 授業では毎回授業終了時に
ショートペーパーを作成させる。
◆ 掲載図書の利用実績
について
・ ロラン・バルト「明るい部屋」の貸出
回数が多い。これは必ずしもこの
授業の受講者だけではないかもしれ
ないが、受講者からも、バルトへの
反響はかなりあった。
授業でも特に力を入れたので、貸出が多いことは嬉しい。
・ 期末試験やレポートを課さないので、レポート資料として
は利用されることは無い。図書を借りているとすれば、
授業に相当強い興味を持った学生だろう。
調査③ 学生アンケート
学生の声をきく
z 授業と部活で時間がそれなりに制約されているので、
あまり参考図書に手を出してみようとは思わなかっ
た。時間的に余裕があり、かつ、すごく意欲のある
人だけに役立つものだと感じました。
z レポートで必要になった図書に関しては、なかなか
借りる事ができなかったので、貸し出し期間を短く
したり、もっと冊数を増やしてほしいなと感じまし
た。
調査④ 教員インタビュー
教員の声をききに行く
他の授業で活用され
た事例もありました
！
「図像情報史学概説
」「日本美術史」の
受講時に
『イメージの歴史１
』のナビゲータを利
用した。
担当教員
を訪問！
いろいろな写真が見られ
てよかった。
授業で紹介した写真を見
られた。
本の題名だけでなく 表紙
の写真もいくつか載せて
もらえると、より興味が
沸くと感じる。
小林 裕幸 教授
（工学研究科 画像マテ
リアルコース）
担当授業 『写真という
メディア』
調査④ 教員インタビュー
本は、授業とどのように関係づけられるだろうか？
◆ 授業資料ナビの利用形態
・ ナビ掲載図書は文学部HPの
推薦図書リストを元に図書館と共同
で厳選した。
・ 授業ではプリント版も配布し、当初から
重要資料を提示することができた。
◆ 授業資料ナビで明らかになっ
たこと、期待するもの
・ 必要な資料が図書館に無いことがわ
かった。
・ 学生が自ら学ぶための「動機付け」としての効果を期待。
・ 情報そのものをネットで入手することに慣れている世代の
学生たちに対し、歴史学における「紙媒体へのアクセス」の
重要性を指導することが狙いの一つ。
◆ 掲載図書の利用実績について
・ 他の授業との兼ね合いもあり，授業期間中は掲載図書を
読むことは難しかったかもしれない。
・ （貸出回数は）惨憺たる結果だが，学科内で情報を共有し，
どのような資料を掲載すべきか，また，ナビをどのように
授業で活用するか検討したい。
◆ 授業資料ナビの利用形態
・ 初回授業時に配布はしたがこれを
使った課題などは出していない。
◆ 授業資料ナビに期待するもの
・ 学生の負担が過重になることを
懸念して宿題は極力出さなかった。
学生が自主的にどれだけ読むか
（オンデマンド）に授業資料ナビの
意味がある。その意味でナビは
ありがたい。授業期間中に伝えきれ
ないことをナビに記載したい。
◆ 授業と図書館の関わりについて
・ （読書とは押し付けるものではなく）学生が自ら学び
テーマを追求するためのアグレッシブな読書が望ましい。
その意味において、大学図書館は（小説などより）目的を
持ったリサーチのための資料を豊富に提供して欲しい。
◆ 授業資料ナビゲータの改善点
・ 図書のリストだけではなく、重要度のランク付けをしたら
どうか。（例えば★★★など）
上杉賢士 教授
（教育学研究科 学校教
育臨床専攻）
担当授業 『臨床教育学
の課題』
池田 忍 教授
（文学部 史学科）
担当授業 『歴史学入門』
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2009
下図の所蔵率は、掲載タイトルのうち、すでに図
書館で所蔵していたものの割合を示す。
所蔵率を見ると掲載図書の大半は図書館で所蔵
していた。未所蔵のものは購入するため、授業資料
ナビゲータの作成によって、授業に合った蔵書構築
を補完できたと考えられる。
2010年前期は初めて自然科学系（教養コア科目）の授業資料ナビを作成した。
自然科学系の教養コア科目は人文系学生も受講するため、理系学部で使用
する教科書的な図書ではなく、より初歩的、入門的な図書を多数購入した。
◆ 分野別内訳（NDC区分）
調査⑤ 掲載資料の所蔵率と分野
授業に密着した蔵書構成へ！
科目数 29 46 55 65
◆ 掲載タイトル数と購入タイトル数の推移
2010
授業開始時には
所蔵率100% !!
（同時に見えてきた課題）
◆ 興味を持っても時間の制約により
手に取らなかった学生がいること
⇒教員との協力のもと、自主的に読むため
の工夫（重要度ランキングなど）が必要
◆ 提供する本が足りないこと
⇒電子版も含めた本の効率的提供
が急がれる
まとめ 本はどれだけ読まれているか？
… 授業資料ナビゲータの効果の「見える化｣…
（見えてきたこと）
◆ 学生の授業に対する意欲向上
◆ 教員の授業改善への繋がり
◆ 図書館の蔵書構成の適正化
「学生が自ら学びテーマを追求するための
アグレッシブな読書」
に結びつくことを目指し、これらの課題に取り組んでいきたい
